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懐
徳
堂
師
偏
、

三
宅
・
中
井
二
家
系
國
の
訂
正

懐
徳
堂
（
再
典
）
記
念
會
設
立
（
大
正
六
年
）
の
五
十
周
年
記
念
の
特
輯
琥
で
あ
る
、
本
誌
昭
和
四
十
一
年
第
三
十
七
銃
に
學
堂
師
儒
四

家
の
系
岡
を
寄
稿
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
中
の
三
宅
・
中
井
二
家
の
分
に
つ
い
て
、
例
へ
ば
兵
庫
縣
赤
穂
市
北
野
中
（
も
と
の

村
名
）
興
揺
寺
の
中
井
玄
端
墓
文
の
如
き
新
資
料
を
疲
見
し
、
こ
こ
に
前
稿
を
補
足
訂
正
す
る
。
ど
う
か
前
稿
ご
所
持
の
方
の
ご
野
照
を

い
た
だ
け
ば
幸
甚
で
あ
る
。

悛
徳
堂
師
儒
四
家
系
園
（
「
懐
徳
」
誌
第
三
十
七
城
）
、
補
訂

一
、
三
宅
家

萬
年
を
伊
之
助
の
弟
と
し
絹
明
の
兄
の
地
位
に
く
り
上
げ
る
（
以
上
）

二
、
中
井
家

被
見
資
料
、
赤
穂
市
北
野
中
、
興
靡
寺
所
在
、
中
井
玄
端
墓
文
（
次
に
書
下
し
と
す
）

中
井
君
玄
端
甫
の

君
は
姓
は
中
井
、
詭
は
昌
直
、
字
は
玄
端
。
父
の
養
仙
は
原
姓
は
井
上
に
て
、
嘗
て
中
井
竹
庵
の
養
う
所
と
な
り
、
そ
の
女
を
以
て
配

恢
徳
堂
師
僻
三
宅
・
中
井
二
家
系
図
の
訂
正

羽

倉

敬

尚



懐
徳
堂
師
偏
三
宅
・
中
井
二
家
系
図
の
訂
正

究
永
三
丙
戌
年
、
官
を
陥
し
て
大
阪
に
住
み
、
享
保
元
丙
申
年
、
赤
穂
に
移
り
、
同
五
庚
子
年
七
月
十
八
日
卒
す
年
七
十
六
°
脇
坂
氏
を

要
り
五
男
あ
り
、
長
は
恨
之
、
次
（
二
男
）
は
信
之
、
次
（
三
男
）
は
廣
之
に
て
柳
生
氏
の
後
と
為
る
、
次
（
四
男
）
は
誠
之
、
次
（
五
男
）

は
文
之
で
あ
る
。
二
女
あ
り
、
長
女
は
既
に
嫁
ぎ
次
女
は
未
だ
嫁
が
ず
、
本
月
二
十
一
日
、
北
野
中
村
の
興
揺
寺
に
葬
り
、
後
に
恭
貞
と

お
く
り
名
す
、
享
保
五
庚
子
年
冬
十
二
月
、
孝
子
悛
之
建
つ
（
以
上
）

右
の
文
に
よ
り
、
後
年
、
竹
山
撰
む
虚
の
父
誡
之
（
梵
庵
）
の
墓
文
、
即
ち
大
阪
上
本
町
誓
願
寺
の
文
（
浪
辿
双
書
第
十
咎
訪
碑
録
に
お
さ

む
）
及
び
、
そ
れ
を
取
材
の
西
村
天
囚
子
の
「
悛
態
堂
考
」
記
述
の
中
井
家
系
記
（
同
考
、
十
三
頁
及
び
三
一
頁
）
更
に
龍
野
藩
裔
中
井
家

側
う
る
家
系
等
の
史
賞
の
傍
證
確
認
を
得
、
次
の
如
く
前
稿
の
竹
庵
以
下
を
補
足
訂
正
す

0
竹
庵
名
養
堅
、
琥
如
齊
ま
た
延
齊

初
め
九
州
揺
岡
藩
主
黒
田
筑
前
守
長
政
、
そ
の
子
筑
前
守
忠
之
二
代
に
仕
え
た
が
、
僻
し
て
廣
島
に
移
り
腎
を
業
と
し
更
に
大
阪
に
出

で
、
萬
治
三
年
十
月
十
日
終
る
、
お
く
り
名
、
数
雲
。
大
阪
誓
願
寺
に
葬
り
、
以
後
服
代
葬
所
と
な
す
。

〇
養
仙
竹
庵
養
子
、
賞
は
廣
島
人
井
上
氏
男
、
萎
は
竹
庵
の
女
」
名
昌
倫
、
養
父
に
従
ひ
大
阪
に
出
で
、
初
め
習
業
を
開
き
、
露
文
中
、
習

を
以
て
大
阪
城
代
職
の
次
役
、
定
番
在
勤
の
信
濃
ノ
國
飯
田
藩
主
、
脇
坂
中
務
少
輔
（
就
如
水
）
安
政
に
仕
え
、
二
百

腺
を
受
け
、
主
侯
、
任
満
ち
欝
藩
の
際
、
飯
田
に
従
ひ
行
き
、
寛
文
十
二
年
五
月
、
主
侯
の
播
磨
龍
野
に
移
封
に
従
ひ
、
そ
の
地
に

移
り
、
賓
永
三
年
、
仕
え
を
僻
し
、
子
玄
端
を
伴
ひ
大
阪
に
出
で
、
正
應
元
、
八
、
三
終
る
、
好
生
と
お
く
り
名
す
。
葬
所
、
父
、

竹
庵
と
同
じ
。

妻
、
某
女
、
名
於
採
菊
（
お
さ
き
か
）
寛
文
四
、
七
、
八
終
る
。

す
°
君
（
玄
端
）
は
そ
の
生
む
虐
で
あ
る
。

の
食

玄
端
は
正
保
二
乙
酉
年
八
月
二
十
六
日
、
廣
島
に
生
れ
、
父
と
共
に
脇
坂
侯
に
仕
え
た
が
、



中
井
二
家
系
図
の
訂
正

五
男

—
文
之
、
字
季
纏
、
観
常
庵
、
お
く
り
名
良
簡

四
男

—
誡
之
、
忠
歳
、
大
阪
に
止
り
涙
殴
堂
創
設
に
粛
す
、
賓
暦
八
終
る
、
六
十
六
歳

は
故
陸
軍
大
将
藤
江
患
輔

伯
元
、
叔
父
玄
意
を
受
け
龍
野
藩
椅
を
編
ぎ
、
六
世
に
て
、
故
、
武
一
郎
習
博
に
至
る
、
武
一
郎
外
孫
雅
行
相
績
、
貰
濱
市
菊
名
住

龍
野
藩
家
老
柳
生
太
右
術
門
廣
次
の
嗣
、
通
名
武
助
。
廣
之
の
男
、
同
藩
儒
藤
江
熊
賜
の
嗣
と
な
り
致
遠
と
習
す
、
そ
の
商
孫

三
男

ー
廣
之

次
男

ー
信
之
、
お
く
り
名
鳳
岡

長
男

ー
恨
之
、
養
元
、
老
に
至
ら
ず
、
お
く
り
名
諮
貞

名
は
昌
直
、
正
保
二
乙
酉
年
八
、
二
六
廣
島
に
生
る
、
母
は
竹
庵
の
女
、
初
め
父
職
を
檻
ぎ
賓
永
―
―
―
年
五
月
、
父
僻
任
に
よ
り

共
に
大
阪
に
て
習
を
業
と
し
、
享
保
元
年
、
四
男
誡
之
を
大
阪
に
置
き
て
家
を
嗣
が
せ
、
五
男
、
文
之
読
常
庵
を
伴
ひ
麟
國
し

て
赤
穂
に
住
み
、
同
五
年
七
月
十
八
日
、
赤
穂
に
終
る
、
七
十
六
歳
恭
貞
と
お
く
り
名
し
、
興
闊
寺
に
葬
る
。

妻
は
龍
野
藩
持
筒
頭
脇
坂
瀕
次
兵
衛
宗
薫
の
女
、
男
五
女
二
を
生
み
延
享
二
年
二
月
八
日
終
る
、
九
十
一
歳
。

玄
意
、
お
く
り
名
、
良
貞
゜

—
玄
端

一
年
、
龍
野
藩
腎
を
緞
ぎ
、
男
子
な
く
甥
信
之
（
伯
元
）
に
相
絞
せ
し
む
。



と
）

恢
徳
堂
師
仰
三
宅
・
中
井
二
家
系
図
の
訂
正

元
緑
八
年
生
れ
、
牡
時
、
京
に
出
で
古
方
大
替
後
藤
艮
山
に
學
ぶ
（
竹
山
振
文
の
父
梵
庵
墓
文
）
享
保
元
年
、
父
玄
端
を
護
っ
て
播
州

赤
穂
に
移
り
同
五
年
、
父
を
送
り
同
十
九
甲
寅
年
五
月
十
三
日
、
赤
穂
に
終
る
、
四
十
歳
、
子
な
し
、
墓
は
龍
野
市
大
手
町
浮
土
宗

如
来
寺
の
持
地
、
同
市
揖
西
町
小
誹
山
の
龍
野
中
井
家
墓
地
に
葬
る
（
以
上
、
父
玄
端
碑
文
及
び
常
庵
没
年
墓
地
等
は
赤
穂
興
闘
寺

三
好
住
職
及
び
龍
野
藩
史
研
究
室
、
石
原
元
吉
氏
報
、
石
原
氏
は
雑
誌
「
大
阪
手
帖
」
に
「
中
井
竹
山
と
龍
野
「
の
連
載
寄
稿
あ
り

四




